






【資料３－１】 

               学校関係者評価書                   

 

                                            学校名 佐賀県立唐津商業高等学校 

 １ 学校関係者評価実施状況 

 （１）学校関係者評価実施日  平成３１年３月１５日（金） 

 （２）評価者氏名             金嶽栄作 氏 進藤紀雄 氏 林時男 氏 

 （３）資料（評価の参考とした資料） 

 平成３０年度学校評価結果・学校評価アンケート 

平成３０年度進路状況・各種表彰・資格取得状況・国際交流資料 他 

２ 評価 

 （１）学校運営について 

   ①目標の妥当性及び達成状況 

  【おおむね達成できている。】 

  ・進路指導では、全員の進路が決定した。就職者の３割が事務系の仕事に就い

ている。進学では、４名が国公立大学に合格、私立４年制大学を含めると進

学者の３０％程度が４年制大学に進学している。 

  ・卒業生の資格取得等の状況でも、全商の６種目合格１名 ５種目７名 ４種

目２０名 ３種目３９名が合格している。 

  ・３か年皆勤 ４１名 １年皆勤 ２０名 となっている。 

   ②学校の取組状況の適切さ及び自己評価結果の妥当性 

  【適切に評価されている。】 

・良好な出席状況が好成績につながっているものと思われる。検定の取得や学

習活動に対する姿勢が大変良いと感じる。 

   ③改善方策の適切さ 

  【成果と課題を踏まえて、具体的な改善策が示されている。】 

 （２）教育活動について 

   ①目標の妥当性及び達成状況 

  【おおむね達成できている。】 

 ・課題をきちんと提出している生徒の割合が、よく当てはまる、やや当てはま

るを合わせて約８６％となっている。 

・家庭学習について、同５２．３％と学校の課題が垣間見える。学習に意欲的

に取り組んでいるは、同８１％で高い割合となっている。 

  ・朝食の喫食率が９１％と保健部の目標である９２％は達成できなかったが昨

年と比較しても向上している。 

   ②学校の取組状況の適切さ及び自己評価結果の妥当性 

  【適切に評価されている。】 

・家庭学習について、課題には取り組んでいることから、自発的な学習の時間

が確保できないのではないか。 



   ③改善方策の適切さ 

  【成果と課題を踏まえて、具体的な改善策が示されている。】 

 

３ その他学校に対する意見や提言 

・部活動加入１００％を目標としているが、部活動の活性化においては弊害となりかね

ない。再考すべきではないか。 

・唐津に定着する若者が減少している。地域とのさらなる連携が必要。商業高校におい

て、社会の構造変化に対応しながら、将来地域で起業する人材を育成すべきではないか。

また、育成した人材がいったん他県へ就職しても、そこで身に着けたスキルを持って帰

って、地元で起業をするような人材を増やしてはどうか。 

・働き方改革推進する中で、表面的な時間削減となりかねない。かえってオーバーワー

クを招く可能性もある。メンタル面の注意が必要である。 

・国際交流は将来的に、アジアからの観光客誘致、地域貢献につながる。今後とも、積

極的な交流を推進していただきたい。 

・近年、犯罪そのものは減少してきているが、人権問題や LGBT など多様化している。

ネットの問題もある。様々な問題に非正規の問題が影を落としているのではないか。 

キャリア教育を充実させ、早期離職の防止に努めてもらいたい。 

・定時制進学生徒の教育活動については、従前のように、問題行動等を抱える生徒より、

不登校傾向の生徒が増加している。中学校時代に不登校であったり、発達障害を抱える

生徒などに学びの場を与えることきる点で貴重である。また、定時制だからこそ、生徒

に応じたゆとりある学習環境を提供できる。 
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